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簡単な化合物	 複雑な化合物	

CO2	 H2O	

NH3	 など	

グルコース	

アミノ酸	

脂肪酸	 など	

同化	
（合成反応）	

異化	
（分解反応）	

エネルギー	

エネルギー	
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3.1 植物の代謝	
エネルギー代謝を担う物質の多くは	
ヌクレオチドとリン酸を持っている	
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簡単な化合物	 複雑な化合物	

CO2	 H2O	

NH3	 など	

グルコース	

アミノ酸	

脂肪酸	 など	

同化	
（合成反応）	

異化	
（分解反応）	

エネルギー	

エネルギー	

ATP	
ATP	

ATP	
ATP	

ATP	
ADP	

ADP	

ADP	
ADP	

ADP	

還元力	

還元力	
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細胞で同化や異化の起こる場所	 オルガネラ	
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3.2	炭水化物の生合成・同化	

同化の基本となるC3化合
物についてはよく構造を理
解しておくとよい	
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デンプンとセルロースの違い	

モチとウルチの違いは何が決める？	

モチとウルチの違い	
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3.3	脂肪酸の生合成・同化	

炭素が２つずつ付加される	
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ガラクト脂質は葉緑体に多い！	
＝	
光合成細菌にも多い！	
＝	
葉緑体は光合成細菌から進化した？	

東京大学・総合文化研究科・小林康一氏HPより	
10	



3.4	アミノ酸の生合成・同化	
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3.5	核酸の生合成・同化	
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核酸は、5’末端のリン酸と3’末端の水酸基が
ホスホジエステル共有結合して鎖状になる	
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①	 ②	

④	 ⑤	

③	

6⃣	
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一次細胞内共生によるミトコンドリア・葉緑体の進化	

細胞内共生を支持する	
葉緑体の特徴	

18.4億年前	 15.8億年前	

Ø  DNAを持っている	

Ø  二重の包膜を持っている	

Ø  リボソームが原核生物型	

Ø  ガラクト脂質が多い	

Ø  酸素発生型の光合成	
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3.6	異化作用	

3.7	呼吸によるATP合成	

3.8	解糖系	

3.9	トリカルボン酸回路（TCA回路）	

3.10	電子伝達系と酸化的リン酸化	
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3.6	異化作用	

3.7	呼吸によるATP合成	

基質レベルのリン酸化と	
酸化的リン酸化を区別
して考えること	
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3.8	解糖系	
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3.9	トリカルボン酸回路（TCA回路）	
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3.10	電子伝達系と酸化的リン酸化	
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ü  解糖系ではグルコース1分子あたり2分子のATP,		2分子のNADH,	2分子のピルビン酸が合成され
る	

ü  2分子のピルビン酸がアセチルCoAに変換してクエン酸回路を２回転することで、2分子のATP,	8分
子のNADH,	2分子のFADH2,	3分子のCO2が生成する	

ü  この表では、１分子のNADHから2.5分子のATP、1分子のFADH2から１.5分子のATPが合成されると

計算しているが、それぞれ3分子、2分子と計算することもある	
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